
各地区における最近のトピックス

令和6年度淀川河川公園地域協議会

令和６年１０月

淀川河川事務所

資料1-2



１．公園整備等：御幸橋野草地区（上流域）

直近の
協議会

開催日 ： 令和5年3月10日
主要議題 ： ・御幸橋野草地区、背割堤地区の整備

御幸橋野草地区（約28ha）について、公園
整備計画（H29）に基づき、令和3年度に工
事着手し、令和5年度より部分開園（7.5ha）
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 令和3年の調査結果では、重要種の
ホソバイラクサや、クサノオウ等の
分布状況は小規模であった。

 公園整備計画では「クサノオウ群落
の保護エリア」としていたが、この
調査結果を踏まえ、自然を観察しな
がら先端部までを散策する園路整備
が可能と考える。

１．公園整備等：背割堤地区（上流域）
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背割堤地区の先端部に未供用区域が存在

先端部の開園に向け、以下の基本方針（案）を設定

 背割堤先端部の自然環境を観察することができ、木
津川と宇治川が合流する特色ある景観を楽しめる場
を設ける。

 さくらであい館を利用しているサイクリストを先端部
に誘導し、快適な休憩エリアを提供する。

 カヌー等による水面利用のための拠点整備を行う。

写真：クサノオウ
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１．公園整備等：鳥飼上地区（中流右岸域）

老朽化により使用していない運動施設を、多様なニーズを考慮した
ローラースケート場のリニューアルや臨時駐車場としても利用できる
広場に再整備を実施
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直近の
協議会

開催日 ： 令和3年9月28日
主要議題 ： ・鳥飼上地区公園整備計画の変更

・大塚地区におけるワーキングの活動状況

１．使用していない運動施設の新たな多目的用途施設への転換

・使用していないテニスコートと老朽化したローラースケート場について、多目的
利用が可能な芝生広場の整備を行う。

・老朽化したローラースケート場については、近年の多様なローラースポーツの
ニーズにも考慮したうえで、施設規模を縮小した再整備を行う。

２．テニスコートの臨時駐車場への転換

・老朽化により利用されていないテニス
コートの撤去、臨時駐車場としても利
用できる広場を整備

３．案内サイン等の設置

・河川公園と鳥飼サービスセンター
の相互利用を促進するため、サイ
ン等の情報発信ツールの設置
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１．公園整備等：大塚地区（中流右岸域）

大塚地区をモデルに、河川公園の魅力を発見するプロジェクトを令和3年度から開始
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点野野草地区において、公園整備計画（H25）にもとづき、令和2年度以降、
再整備を実施

１．公園整備等：点野野草地区（中流左岸域）
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直近の
協議会

開催日 ： 令和3年6月18日
主要議題 ： ・点野野草地区の整備、枚方・三矢地区の再整備
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１．公園整備等：点野野草地区（中流左岸域）

ワークショップの開催
平成27～令和2年度（計14回実施）

令和２年度 高水敷の切下げ
令和３年度 上面整備
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「点野水辺プロジェクト」をH27年度に発足させ、ワークショップを14回開催して高水敷切下げ事業の
内容を検討し、R3年度末に切下げ区域の上面整備が完了。

点野水辺づくりプロジェクトの経緯

平成25年3月：太間・点野野草地区公園整備計画策定
・点野地区でワンドの環境改善、水辺環境の再生を位置づけ

平成25年9月：中流左岸域地域協議会にて、点野野草地区を親水のモデル地区に選定
・点野野草地区を淀川中流左岸域の「みんなで育てる河川公園（仮称）」モデル地区として選定

平成26年9月：「点野の水辺づくりワークショップ」をスタート
・点野地区の「良いところ」「悪いところ」をテーマに、整備と管理について意見交換

平成28年5月：「点野水辺プロジェクト」として展開開始
・水辺利用が盛んな点野地区で、本格的な親水空間づくりに必要な「切り下げ事業」実施する「点野水辺づくりプロジェクト」を発足

～現在まで「点野水辺プロジェクト」を継続的に実施

平成27年度～令和2年度：ワークショップにて意見交換
高水敷の切り下げ工事の実施



１．公園整備等：三矢地区（中流左岸域）

 三矢地区において、台風被害を受けたテニスコー
ト施設の再整備について、バスケットコート設置の
要望を受理した。

 自治体等との協議のうえ、公園整備計画の改訂
（R3.6）を行い、ゾーニング計画に合わせた位置で、
バスケットコート整備を行った。
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バスケットコート完成（R4.3）

バスケットコート全景（R4.3）

オープニングセレモニーでの地元小学生による始球式（R4.4）



１．公園整備等：守口地区（下流域）

直近の
協議会

開催日 ： 令和4年7月26日
主要議題 ： ・守口サービスセンターの整備

■基本コンセプト
１）淀川全体に関する情報発信の拠点とする。

２）自然観察会等のプログラムの実施拠点、公園利用者の憩い
の場、さらには各種教室等を通じた健康づくりに寄与する
場の提供箇所とする。

■施設設計方針
１）必要最低限の設備を備えた施設、施設規模として約660㎡と
する。

２）カーボンフリーな木造とする。
３）公園の管理運営・サービス提供の中心拠点とする。

４）憩いや多彩なプログラム・教室等の開催に対応すべく、フ
レキシブルに対応出来る会議室・多目的室等の施設構成と
する。

５）サービスセンターと隣接するエリアに、以下の点に配慮し
た広場(見晴らし広場)を整備する。
・利用、淀川の見晴らしを考慮した、堤防に近い位置に設置
・キッチンカー等の導入も考慮した広さの確保
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公園整備計画にもとづき、守口サービスセンター
の整備を推進

守口サービスセンターの淀川河川公園全体における位置付けのイメージ



１．公園整備等：守口地区（下流域）
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■守口サービスセンターの施設構成と機能イメージ

事務室（イメージ）

多目的室（イメージ）

会議室（イメージ）

サービスセンターパース図（裏口）

サービスセンターパース図（正面）
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２．淀川河川公園をとりまく関連情報（かわまちづくり）

河川事業において、河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地
域の景観、歴史、文化及び観光基盤などの「資源」や市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連
携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指すことを目的に、平成２１年度に「かわまち
づくり」支援制度を創設し、市町村等からの申請にもとづき計画の登録を行い、ハード・ソフト両面から支援を
行っている。

令和４年度末時点で２５２カ所が計画が登録されている。
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■かわまちづくり
十三 「淀川河川敷十三エリアかわまちづくり」

https://www.city.osaka.lg.jp/yodogawa/page/0000610626.html

２．淀川河川公園をとりまく関連情報（かわまちづくり）

コンセプトである「子どもから大人まで
多様な人が自然に集い、交流の輪
が広がり、人が繋がる河川敷」に向
けて、エリアの魅力向上を目指す

ハード施策：船着場、芝生化等

ソフト施策：都市・地域再生等利用区域
（河川空間のオープン化）の指定等

概
要

大阪市 （下流域）場所

令和4年計画登録年

大阪市、淀川河川敷
十三エリア魅力向上
協議会

主体
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■かわまちづくり

枚方 「淀川河川敷枚方エリアかわまちづくり」

淀川舟運の中継港として栄えた枚方宿を起点とした、観
光客が滞在、周遊できる観光まちづくりを目指す

ハード施策：多自然池再整備、アウトドア拠点の整備 等

ソフト施策：都市・地域再生等利用区域（河川空間のオー
プン化）の指定、民間企業の誘致 等

概
要

枚方市 （中流左岸域）場所

令和5年計画登録年

枚方市主体

２．淀川河川公園をとりまく関連情報（かわまちづくり）
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■かわまちづくり

八幡 「八幡市かわまちづくり」

２．淀川河川公園をとりまく関連情報（かわまちづくり）

さくらであい館を拠点とした、水辺の多様な利用によるにぎ
わいの創出を目指す

ハード施策：船着場及び周辺の整備、親水護岸整備 等

ソフト施策：都市・地域再生等利用区域（河川空間のオープ
ン化）の指定、民間企業の誘致 等

概
要

八幡市 （上流域）場所

令和5年計画登録年

八幡市主体
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■摂津グランドデザイン

https://www.city.settsu.osaka.jp/soshiki/shichoukoushitsu/seisakusuishinka/torikaimachizukuri/torikaimach
izukurigranddezainkankei/20135.html

摂津市 （中流右岸域）場所

令和4年計画策定年

住民の生命と身体を守る「危機管理（防災）」の観
点を軸として、誰もが「安全・安心」に過ごし、「にぎ
わい」と「暮らしやすさ」が調和したまちを目指す

鳥飼地域の淀川河川敷を魅力向上に向けたワーク
ショップを開催。「淀川の活用」に関係する意見を対
象に、住民の居心地の良い環境づくりの観点から
の重要度・難易度について、議論を実施。

概要

２．淀川河川公園をとりまく関連情報（グランドデザイン）


